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論  文  名 三陸沿岸漁業集落の生活経験と震災遺構―岩手県大槌町の事例― 
 本論文は、岩手県大槌町での東日本大震災による震災遺構の保存の是非をめぐる議論を、被災後の
みならず被災前の漁業集落における住民の生活経験を踏まえながら社会学的に分析したものである。 
 まず序章では、本論文の目的と方法が提示された後、生活の脈絡の中の震災遺構、地域住民と学術
的専門家等との間の解釈の差異、震災遺構ごとの意味付与の多様性という、以下の論述の基軸となる
三つの観点が示される。
続く第 1 章では、東日本大震災以前と以後の震災遺構に関する先行研究が検討され、遺構への住民
による意味づけを、被災前の当該対象物と被災地域住民との関係等を視野に入れつつ論じるという観
点の不在が指摘される。 
第 2 章で（主として戦後の）大槌町の産業構造、集落ごとの漁業形態の相違とその変化、また地域
住民組織の特徴について検討された後、第 3 章では、被災前から長年赤浜地区住民に親しまれていた
島（蓬莱島）が、津波被害を受けつつも残存していたことから、被災住民によって、復興のシンボル
としての震災遺構との意味づけがなされていく過程が分析される。このことにより「島が見える生活」
ができるよう住民が防潮堤を従来どおりの高さにするとの決断にいたった経緯が明らかにされる。
続く第 4 章で論じられるのは、津波によって民宿の上に乗り上げた観光船「はまゆり」号の事例で
ある。赤浜地区婦人会は、これを観光資源として復元・活用する方向を打ち出し、他の住民と対立す
る。遠洋漁業で栄えた被災前の赤浜地区の地域活動を担ってきたのは女性であったとの自負、また海
難事故による家族の突然死がつねに身近にあったがゆえの漁業集落での生活、がこの主張の背景にあ
ったことが示される。
第 5 章では、町長はじめ多くの職員が津波の犠牲となった大槌町旧役場庁舎が論じられる。報道等
をきっかけに、この旧庁舎を「恥の場」として解体を主張する住民が現れ、震災遺構としての保存の
是非を巡り住民間で対立が起こるが、この主張は、役場の対応への直接的な批判のみならず、漁業の
衰退で人口が流出していく大槌町にさしたる貢献ができなかった自身への反省の念に基づくもので
あることが、明らかにされる。
 結章では、以上の各章における論述を全体的に総括しながら、あらためてこの研究の意義と成果に
ついて述べ、今後の震災遺構に関する研究を進める上での課題を指摘している。
 以上のように、本論文は、従来の震災遺構研究に欠如していた観点を補い、今後の震災遺構研究を
進める上での新しい分析視角を切り開いたものとして高く評価できる。
 よって、本論文の提出者は、博士（文学）の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認めら
れる。 
